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Ⅱ 平成２9年度みえスタディ・チェック結果の分析報告（中学校理科） 

１ 集計結果 

（１）平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均 

正答率 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

粒子 エネルギー 生命 地球 

第１学年第 1 回 47.3% 4.9% 48.6% 42.4% 54.3% 43.9% 

   化学的 物理的 生物的 地学的 

第２学年第 1 回 45.8% 9.1% 41.8% 49.8% 54.2% 37.4% 

第２学年第 2 回 33.4% 10.9% 27.6% 51.1%  27.7% 27.2% 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 結果から見られる強みと弱み 

           （○：選択 ◎：短答 ☆：記述） 

 

 

 

 強み（相当数の児童ができている点） 弱み（課題のある点） 

第
１
学
年 

第
１
回 

 
１（４） 

 
 
 
 
２（３） 
 

 
 

 
○植物の発芽に必要な条件を
調べるための実験について、
条件を制御しながら構想す
ること。 

 
○水が沸騰したときに出てく
る泡が、水が気体に状態変化
したものであることを理解
すること。 

 
１（１） 
 
 
３（１） 
 
 
 

 
○顕微鏡の適切な操作方法を身に
付けること。 

 
☆振り子が１往復する時間を変え
る条件について確かめる実験の
改善方法を、条件制御の観点か
ら構想すること。【問題掲載】（無
解答率も高い） 

第
２
学
年 

第
１
回 

 
１（１） 

 
 
 
 
 
３（３） 
 

 
 

 
○太鼓をたたく動作と音がず
れる原因として、太鼓に反射
した光と太鼓から出た音の
速さの違いを理解すること。 

 
 
○ろ過についての知識を活用
して、実験操作を検討して改
善し、適切なろ過の方法を説
明すること。 

 
３（５） 
 
 
 
 
 
４（１） 
 
 
 

 
◎温度と析出する質量との関係を
溶解度に結び付け、分析して解
釈し、物質を特定するとともに、
析出する質量を求めること。（無
解答率も高い） 

 
☆音の伝わり方や、水面での波紋
の広がり方などの知識を活用し
て、同時刻に初期微動が始まっ
た地点を結ぶと、震央を中心と
した同心円状になる理由を説明
すること。（無解答率も高い） 

第
２
学
年 

第
２
回 

 

３（３） 

 

 

 

 

 

３（４） 

 

 

 

 

○像の大きさが大きくなると

きの、物体と凸レンズとの距

離や、凸レンズとスクリーン

との距離の規則性を指摘す

ること。 

 

○スクリーン上に像ができな

いかわりに凸レンズを通し

て見ることができる像を虚

像と表すこと。 

 

１（１） 

 

 

 

１（２） 

 

 

 

 

○特定の質量パーセント濃度の水

溶液の溶質と水のそれぞれの質

量を求めること【問題掲載】 

 

○溶解度を基に、物質が溶け残る

質量を求めること 



 

３ 特に課題が見られる問題 

 第１学年第 1 回 3（1）の問題 （平均正答率：15.0％）               

振り子が１往復する時間を変える条件について確かめる実験の改善方法を、条件制御の観
点から構想する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

＜解答類型別正答率＞ 

問題番号 解   答   類   型 正答 
正答率 

誤答率 

３ (1) （正答の条件） 

次の①または②を記述している。 

① 「同じ 10ｇのおもりを２つとも糸の輪にかける」という

趣旨で解答しているもの。 

② 「10ｇのおもりと同じ大きさの 20ｇのおもりにかえる」

という趣旨で解答しているもの。 

 

 

  

 

  １ 
①を記述しているもの。 

例 同じ 10ｇのおもりを２つとも糸の輪にかける。 
◎ 5.0％ 

  ２ 

②を記述しているもの。 

例 10ｇのおもりと同じ大きさの 20ｇのおもりを糸に

つるす。 

◎ 2.3％ 

  ３ 

①を一部記述しているが、「同じ 10ｇのおもり」という表

現がないもの。(※実験では、全て同じ 10ｇのおもりを用い

ているため、「おもり」という表記が「同じ 10ｇのおもり」を

指すと判断できる。) 

 例１ おもりを２つとも糸の輪にかける。 

 例２ ２つのおもりを糸にかける。 

〇 7.6％ 

  ４ 

②を一部記述しているが、20ｇのおもりが「10ｇのおもり

と同じ大きさ」という表現がないもの。 

 例 20ｇのおもりをつるす。 

 4.0％ 

  ９ 上記以外の解答  69.8％ 

  ０ 無解答  11.2％ 

 

＜課題解決に向けた指導のポイント＞ 

要因を抽出して条件を制御しながら実験を構想することができるようにする 

問題を捉え、その解決の方略を構想するためには、変化の要因を抽出して条件を制御し

ながら実験できるようにすることが大切です。 

例えば、糸につるしたおもりが動く様子を観察し、１往復する時間を変える要因として

考えられるものを明確にした上で、調べる要因を抽出し、「変える条件」と「変えない条

件」に分けるなどの条件を整理して、それらを基に条件を制御しながら実験を計画できる

ように指導の工夫・改善を図ることが考えられます。 

また、指導に当たって、条件の１つである「糸の長さ」とは、糸をつるした位置から糸

とおもりをつなぐ点までの長さではなく、糸をつるした位置からおもりの重心までの長さ

であることに留意することが大切です。 

 



 

＜関連するワークシート＞ 

 授業改善サイクル支援ネットの活用  

平成 26 年度 全国学力・学習状況調査問題より作成したワークシート 

 振り子 で検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 第２学年第２回 1（1）の問題 （平均正答率：20.0％）              

特定の質量パーセント濃度の水溶液における溶質と水の質量を求めること 

 

  



 

＜解答類型別正答率＞ 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 

誤答率 

１ (１) 1 ア （水 1980ｇ、食塩 40ｇ） と解答しているもの。  4.5％ 

  2 イ （水 1000ｇ、食塩 20ｇ） と解答しているもの。  55.9％ 

  3 ウ （水  490ｇ、食塩 10ｇ） と解答しているもの。 ◎ 20.0％ 

  4 エ （水  500ｇ、食塩 25ｇ） と解答しているもの。  18.7％ 

  9 上記以外の解答  0.2％  

  0 無解答  0.7％  

 

 ＜課題解決に向けた指導のポイント＞ 

特定の質量パーセント濃度の水溶液における溶質と水の質量を求めることができるよ

うにする 

誤答から，小学校第５学年算数の「割合」や「百分率」等の学習段階でのつまずきが考

えられます。 

指導に当たっては，例えば，実際に特定の質量パーセント濃度の水溶液をつくる学習場

面を設定し，質量パーセント濃度と溶液の質量から溶質と溶媒の質量を計算によって求め

ることが考えられます。その際，溶質と溶媒の割合の関係を視覚的に捉えることができる

ようにするために，小学校の算数科の学習で使われている線分図(テープ図)を利用するこ

とが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜関連するワークシート＞ 

 授業改善サイクル支援ネットの活用  

平成 29 年度 「三重の学-Viva!!セット 第９弾」ワークシート 

 質量パーセント濃度 で検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


